数年 前、 孟 買の 赤 丸 平家の 日本人 倶 楽 部 の 

Chamber maid に 河 上ァダ という 混血児が 雇われて 

いた。 

外国 の 日本人 経営 の ク ラブ とか レストラン では 先例 

によって 女 を 雇 入れる こと はめった にない ことなの だ 

が、 私 は 天津の 日本 租界、 敷 島 町の 或る レストランに 

近頃 日本の 少女が 青磁の 衣服 をつ けて それでな くと も 

感傷的に なった 旅人の 私の 心 を 瞑想 的に する のに 会つ 

た ことがある。 



それ だから ァダ がコケ ティッシュな 服装で 赤 丸 平家 

の 日本人 倶楽部に 現われた とき は、 凡そ 浮かれ男の 眼 

に は それが アラビア海の マラバル岬に 鮮 かな 赤 更紗の 

虹が うき 出た ように 濃 い 色彩 を 着けた y 」 と は 勿論 だが 

また 彼女が 短い スカ— ト から 現した 近代的な 武装 を 解 

除した 両脚に はいた 棕櫚の 葉で 作った ような 靴下の 野 

性的な 蠱惑の 中から 浮かれ男の 思い も よらぬ 数々 の 女 

の 生命が 幻燈の ように 現れて くるの だ。 

当時、 私 はタ— ジ • マハ— ル • ホテルに 止宿す る 商 

用の 旅 を 彼 地に つづけて いたので あつたが、 M 物産の 

主任 S 氏の 紹介で 宿 を 赤 丸 平家の 倶楽部に 移す と 同時 



いるの を 見かけた と 云う の だ。 すると 一 人の 青年が ァ 

ダが マルセ— ュの金 羊毛 酒場の 踊 子で、 自分 は ァダを 

抱いて 踊った ことがあ ると 主張し だした。 そのと き S 

氏の 若い 小柄な 秘書が 私に ささ やく、 

—— ァダと 云う の は 英国 種の 牝牛な のです。 私達 

孟買 在住の 日本人に と つ て は 珍ら しい 変り種に ちがい 

ない のです。 今迄 私達が 土人 街 印度 家屋の 油の 濃い 日 

本 女 (ここに 住む 日本髪の 女が 世界中で 一 等 醜い女 だ 

じ 

という こと は 貴方に も 直きお 分りになる でしよう) 以 

外に 恋の 体力 を あらわさなかった のに、 たとえ 英国 種 

にしろ ァダは 水際だった、 いわば 我々 日本人に とって 



彼女 は孟 買の エンゼル なのです。 印度の 恋の ピリ ダリ 

ァの 花です。 

彼が あまり 真剣な ので 私が わらい 出す。 すると 彼 は 

私 を 部屋の 一 隅に 引 張って きて 熱心に 私の 納得の 行く 

ように 話し つづける のであった。 

—— 貴方が おわらいになる の も 無理 もない のです が、 

しかし 赤 丸 平家 は 日本の 独身者の 集合 所な のです。 

(孟 買に は 若い 夫婦 者 は 皆無と 云 つてい いのです。 家 

庭の 女に は 東洋の 深い 皺が 彫刻され たように 滲み こん 

でい ます) 私達 は 最初 土人 街の ネパ ー ル 女の ェキゾ 

テ イズムに 感歎す るので すが、 その 感歎 はまる で波斯 



り 出す と 彼 は 熱情 を 鞘に おさめてから 冷淡に 私に 答え 

るので あった。 

—— ァダは 貴方 の お 部屋に 寝床 を とりに 行く のです。 

そして 貴方 もまた、 ァダ に惚々 する 私達 同志の 一 人に 

おなり だろうと 思う のです。 
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部屋に かえると 私 は 壁の 黄色い ボタン を 執拗に 押え 

つけて 印度 女の 乱暴 さ をのろう ように 苛酷に 一 瞬間 を 

指 の 先に 約束す る。 次 の 瞬間 私が 青 い 窓 から 近東の 藍 



色の 空 を 眺めて いると 電流に のって ァダが あらわれて 

きて、 私の 夜会服に 一 輸のネ ムの花 を さすので あるが、 

忽ち 私に は 彼女が マルセ ー ュの金 羊毛 酒場の 素足の 美 

しい 踊 姿と なって 女の 耳元で、 おい、 Y、 今晚 おれに 

ささや 

つきあえよ、 と 囁く 追想の 女と なる のであった。 

マルセ— ュの 夜の 酔 泥れ た 女 騎兵 士官の 寝床、 売春 

婦の 体温が 軍服に 滲みで て、 私が 彼女が 卒倒し ない 程 

度で 号令 を かける の だが、 たちまち ァダが 軍帽の 下に 

ク レオンで 愛情 を 描く と、 卵色の 口 を 開いて 作り声 を 

わたし 

出す と、 ねえ、 つきあえよ、 Y。 妾の 愛情、 赤い ポス 

ト にす るまで。 と、 味噌 歯 を 出して わらった の だが、 



金 羊毛の 舞踊 室から 無頼漢の 礼讃 を 象徴す るよう な 意 

気 で 猥雑な タンゴが 響いて くると、 急 に 奔放な 馬の よ 

うな 女と な つ て、 

—— Y、 おれ はお 前が 好き、 お前な しで は 生きて い 

られぬ 妾の 生命、 と、 なまめかしく 云う のであった。 

仮装 舞踊 会の ように 私 は 日覆いして 夜の 明ける の を 

待った の だが、 タンゴ の 太い 曲線が 寝床の 夢 を 誘うよ 

うに、 彼女が 夢の なかで、 

よいやみ 

宵闇せ まれば レジ ェ ント 街の 並木道 を 

満艦飾の 女が 馬車で 

力— ル トン • バァで 卸して 頂戴 ネ 



と 馭者に 云う 

と、 低唱しながら 屢々、 ちえ！ 田舎 医者 奴！ と 

繰り かえして 寝言 を 云う のであった。 また、 大切な と 

いびき 

ころで 彼女 は 東洋の 霊の ような 鼾 を かい て 寝て しま 

うの だが、 私 は 彼女の 肉体に 金 羊毛 酒場 の 女と し 

て ふさわしくない ところが あるのに 気付く ので あ つ た- 

その カバ レット • トァ. ズン • ドルの 淡い 憶い がネム 

の 花に 夢の ように、 あらわれ るの だが、 彼女 は 何も か 

も 知らぬ ふり をして、 私の 用事 を 待つ、 それが 英国 種 

の 牝犬の ように 無関心な 顔 をして、 その実 細心な デコ 

ルテを 内に かくして かしこまつ ている。 よん どころ な 



く 私 は シネマの 伴奏の ような 諷剌 的な 説明 を はじめた。 

—— や あ、 ァダ。 僕 は マルセ— ュ から 催眠 酒 をの ま 

された ような 意識 を 失 つ て 近東 行の 急行列車に 乗る と 

昏々 と マホガ ニイの 寝台で フロレンス 辺まで 吊されて 

いたらし いの だ。 伊太利 女の 堅気な 臭に ふと 眼が 覚め 

ると 廊下で フランス 人の 車掌と ィ タリ —. < の 官憲と が 

僕 を 指して 僕の ワイシャツに 僕の フランスの 港の 生活 

が 絵の ように 書いて あると 云つ て わら つ ている の だ。 

そして、 僕 を 支那の 北方の 商人 だろうと 云って いるの 

だ。 南京 方面の 商人が 前後不覚で マルセ ー ュ からべ 二 

ス あたりまで 寝て いるなん てこと はあり 得ない ことで 



らくる りと 後向きに なると ァ ダはセ ルビ ァ 戦争で 使用 

したよう な 鼻 を 鳴らして 部屋から 飛 出して しま つ た。 

それな のに ものの 一 間 も がたがたと 床 を 踏んだ かと 

きびす やぶにらみ 

思う と 踵 を かえして 大胆に 私 を 藪 睨して、 英国人ら 

いま 

しく 鼻に 疣 をつ くつ て、 

—— まあ、 Y。 妾 は 悔しい のです。 いつまでも 妾 を 

女 騎兵 中尉 だなん て 思わないで ください。 貴方が 妾 を 

スラブ 民族み たいに 取扱う の はとり もな おさず 妾 を 馬 

鹿 者 あっかいに している 証拠です。 いまでは 妾が 立派 

な 女で、 妾 は 妾の こと を 北欧の 名門の 生れ だと さえ 吹 

聴して いるので す。 



いんぎん 

私が 慇憝に 彼女に、 

—— お祝いし ますよ、 ァダ。 トァ • ズン • ドルの 板 

場 稼ぎより その 方が 僕に と つ て どのくらい 嬉しい かわ 

からない のです。 

すると ァダは レディ 振って、 右足 を 後に 引いて 心 も 

ち 腰 を かがめる 犬の 真似 をした。 (彼女が 堅気ら しく 

コォ セットの ボタンに 仕掛けた 護身 用の 爆弾 の 火薬の 

臭が する。 病毒に もまして これ は 危険 きわまる 女らし 

さ。) 

—— Y、 妾が 契約の 最期の 営業 を 終えた とき は 夜 も 

白々 と 明け渡って いたのです。 人間と いう もの は 甘み 



とか、 苦しみと か 臭 さ、 そういう 性情が 生活に 適応し 

あじわ じゃっき 

て、 そこに 味 いと か 臭と か、 或いは 他の 感覚が 惹起す 

る ものな のです。 妾 は 即座に カバ レット • トァ. ズ ン- 

ドルに お別れ を 告げる と、 口 ー ヌ 河で パンツ を 洗濯し 

てす つかり 清浄な 心と 魂 を 持つ 女に なった のです。 I 

I それから、 妾 は コル シ 力で 英雄の 鏡 を 買う と 地中海 

で その 女 大学に 読み耽りました。 ポ— ト サイドで レモ 

うが い 

ンの 皮の はい つた 塩水で 嗽 をして スエズ 運河の 両岸 

の 夜景に 挟まれて 身の 丈 を 長く した 妾 は 天晴れ 一 人前 

の 女に なった のです。 紅海で は 人々 が あまりに 情熱 的 

になる もの だから 妾 は 嘔吐 を もよおした ほどです。 



—— ァダ、 僕 はまた、 貴女が 金 羊毛で 故国の 女王の 

詩 を 朗読す るル— マニアの 士官と ゼ ノアの 産児 病院 あ 

たりへ 身 を 殺しに 行く ので はない かと 気づかつ たので 

す。 ときに よ つ て ジャズ • バ ンド がビビ の 音楽 を や つ 

ている とき、 死海の 水に 映って 正気 を 失った 士官に 貴 

女が 抱かれて、 独逸 仕込の 接吻の 洪水の なかで、 彼奴 

が ロメオと ジ ュ リエ ットの 名 台詞 を 彼が ネロの ように 

そりかえ つ て 早口で 喋 舌る とき は 全く 貴女 を 薄倖の 踊 

子 だと さえ 思った のです。 その 夜ル— マ ニァ 人が 浮気 

の 虫 を …… におろ しに 行った 間、 

「 —— おい、 Y、 今晚 はおれに つきあえよ —— 」 



ル— マニア 士官の 妾が パ— トナァ であった 間、 彼の 男 

の 訓練が あまりに 深刻な ので 妾に は 感覚したり、 知覚 

したり、 思考した りする 余裕がなかった のです。 しか 

し Y、 妾が 貴方に 会った とき、 始めて 感覚 や 知覚 や 思 

考 つ て もの は 直感から くる つ てこと が 分つ たのです。 

妾 は 勇気 を 出して 翌朝 彼が 提出した 新しい 契約 を 破棄 

してし まいました。 それから のこと は 妾が さっきお 話 

したと おりです。 

—— ァダ、 貴女 は 日本人が 恋しくな つたので しょう。 

—— 聞いて ください、 Y。 妾 は 亜 丁 湾 を 横切って 

孟 買に 一 路 船が 進行 をつ づける ころに なると 急に ァラ 



すると 彼女 は 夫の 寝室 を 訪れた 英国の 女らしく ドア 

を 閉めながら、 では、 お寝み なさい。 と、 云う とその 

ま ま 扉が 固く 閉ざ されて ァダ の 足音 は 遠く 消え てし ま 

うのであった。 

翌朝、 私 は 馬車で ォスタ 島の 砲台 附近の 印度の ィ 

サックの 別荘に 招かれて、 i: 奴の 紳士と 会談す るので 

あつたが、 でかける ときに ァダは 私に 姿 を ちらと みせ 

ると 故意に 姿 を 隠して しまった。 赤 丸 平家に 帰って か 

そび 

らもいた ずらに 空中に 聳える 時計台の 白い 針の みが 部 

屋の 窓に 侵入して 私 をい らいら させた。 その 翌日 は 彼 

女 は 私に 姿 さえ 見せない ので ある。 私 は あわただしい 



一 日 を 西北の マ ラバ 丘の 六 個の 円筒 を 見て くらした。 

土人 街で は 女達が わめいて いる。 ス ー クル -カ- バッ 

チヤ、 この 豚の 子 奴！ 
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孟買 埠頭の 藍色の 海に 室 蘭 丸が 碇泊して いた。 午前 

五 時 出航な ので 船客 は 日が 暮れる と 乗船 を 始め、 私 は 

午後 九 時 頃に 及んで 荷 楊 場から 黒奴に 案内され てデッ 

キに 昇って いった。 そこから 孟 買の 港に 船遊びす る 富 

限 者 船の 燈が 明滅す るの を 眺めながら サル— ン から 



響いて くる 音楽と 歓談の 声 を 聞いた。 私 を ケビンに 案 

内した 部屋 ボ オイ は 室 蘭 丸が 処女航海で そのために 当 

夜 は 盛大な 宴が 開かれて いる 事 を 告げて 私の 出席 を 求 

める のであった。 日本人の ボ オイが 部屋 を 去る と、 私 

はふと 同室の 寝台に 乱雑に 投げ出された 女物の 革手袋 

と 粋な 持物の 下の 花模様の 部屋 靴が 私の 目に とまるの 

であった。 

私が 夜会服に 替えて サル— ンに 設けられた 席に着く 

と、 金モ— ルの 事務長の 植民地 通いの 海員ら しい 頑丈 

なま リ 

な 腕が さしのべられて 関西 訛の ある 社交的な バスが、 

まちかね 

ようこそ、 Y さん。 ミツ セスが 最前から お 待 兼です。 



と 云つ て 曙 色に なった 頰に 微笑 を 浮べ て 私 を 迎える。 

いまでは 日本食の 宴 も 半ば 過ぎ てテ— ブル を 囲んだ 

人々 の 間 を 土人 街の女が 酒盃 をみ たして まわ つ ていた。 

まげ 

外国人 達 は 彼女 達の 日本 鬍を 珍ら しが つ て 嬉しそうに 

はしゃい でいた。 私 は 彼女 達の C の 字に 曲った 衿 元の 

黒い 皮膚から 噴火した 火山灰が、 流浪す る 女の 生活の 

斑点と なって いるの を 見る のであった。 痩せた 小柄な 

船長が 船人ら しい 雄大な 抱負 を 正面の 卓子から 吹聴し 

ていた。 そのと き 食卓の 日本料理の 美味のう ちに 急に 

ほうかん 

鳴 物の 入った 三味線 を 土人 街の 坊主頭の 封 巾 間が 弾き出 

すと、 香港 あたりで よく 歌われる 鴨 緑 江 節 を 女達が 嚙 



むように うたいだ した。 すると 一座が 急に 浮かれて 酒 

盃 がかる やかに 夜目に も 白い 運河 を 越えて、 日本 流の 

歓待の なかで 青い 花が 満開して、 思いがけな くも ァダ 

の 顔が そこに あらわれて くるの を 認める のであった。 
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孟 買の 花嫁で ある 万国 女の いる 孟買巿 場の 裏 街で は 

天幕の 舞台で、 緬甸の 女が パゴダ 踊 をお どって いる。 

町の 芸妓 達 は 月光の 下で ス カリ プタの 恋愛 小説 を 読み 

ながら 顔 見 世の 順番 を 待って いる。 私 は 宴の なかば を 



あわして 一気に あおって しまった。 部屋々々 の 壁の 伝 

説の ニディアの 像の かけられた 下 を 快楽の ために 奴隸 

にされ た フィリッピ ン 人の 拳闘 家が、 床下 を 犬の よう 

に 這いながら ときどき 兇暴な うなり 声 を 出した。 

アイルランド 人の 経営して いる ホテル • グランド - 

オリエンタル は 夜が 更ける にした が つ て 人力車と 馬車 

が 交錯して 万国旗の 前で とまると 各国の 夜の 女が ボ— 

ィの 腕に 抱かれて、 昇降す るた びに ァ イオニアの 音曲 

を 奏する エレべ— タ— に 吸われて いった。 

フォ— ト 区に 馬車が 出る と 各国の 若い 男女が 街路樹 

しょうよう 

の 下 を 腕 を くんで 逍遙して いる。 夜遊びした 孟買女 



学校の 生 徒が 茶色 の 肩 掛で顔 を 包んで 皮膚 に は 香気 あ 

る 花 を 飾って 帰途 を 急いでい る。 午後 十一 時半に 閉ね 

る 活動写真 館から 五色の タ ー バン を 巻いた 楽士 達が 通 

用 門から 出る 時刻であった。 カバ レット. バビロンの 

白 煉瓦の 高層な 建物から 流れる ワルツの 曲が 街角に 直 

立した 赤い 帽子の 印度 巡査 を モス モ ロス の 道化役者 風 

にした てて バビロンの 入口の 廻転 ドアの 前に 金モ— ル 

の いかめしい 英国人の 門衛が 莞爾 とした 笑い をた たえ 

ている。 ダンシング ホ— ル では 華やかな 腰 を 振って 踊 

子が シン ミィ ダンス を 踊って いた。 いつのまにか 私の 

片隅の 卓子に 私の 夜の 恋人が あらわれ ると ボ— ィに 



見る と、 それが 陰険に さえう つるので 自分の ように 日 

本の 伝統 を もたない 日本人の 顔 を もって 生れた もの は 

甚だ 迷惑 である こと を くどくどと 私が 私の パ —， ^ナァ 

に 話して、 であるから 自分の ような 日本人に は 貴女の 

美し さと か 健康 さ を 直感 し て 貴女 を 讃美す る こと は、 

他の 国民に も 増して 劣る もので はない こと を 切々 と 話 

す、 そのと き 場内の 電光が 絞られて コンダ クタ ー の 指 

揮 棒が はねかえ ると 数十 本の 楽士 達の 手足が 渦 を 巻い 

て 低声で 唄いながら 踊 子 達が 立 上がる。 私はパ ー トナ 

ァの 金髪の 波 を かきわけて フォックストロットの 足 並 

を 揃える。 すると 私の 踊 友達 は 中指で 私 をつつ きなが 



ら、 それで は 日本人 は 野蛮人で もときに よると 貴方み 

たいに 文明 的な 日本人 も あるので、 文明 人に は 国と 国 

の 境界 はな い の だから 妾 は 貴方 を わるく は 思わない と 

彼女が 云った。 
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私が 室 蘭 丸に 帰 船した の は 午前 三時に 近かった。 船 

は ルビ— 色の 飾 をつ けて 静かに 横 わって いたが 突然 

黄色い声で 外国 詩の 慟哭す る 金 切 声が 聞え た。 また 絶 

えず 石炭 を 積み込む 荷 楊 口 —プの 緩急が 打ち寄せる 波 



の 音と 和して、 消燈され た 甲板の ゴルフ 棒の 蔭で 船員 

と 港の 土人 街の女と が 抱擁して 別離 を 悲しんで いる。 

女が 一緒に 日本へ 行きたい と 訴える の だが、 船人の た 

くまし い 腕の 絆 も 別離が 切って 落す。 サル— ン では 数 

人の 英国人が 別れの 唄 を 合唱して いる。 一人が 女優ら 

しく 胸 を 張って バイ ロンの 大洋の 歌 を 独吟して は 泣き 

出す。 私が 部屋に 這^る と 絹の ハ ンカチ に 涙の 地図 を 

かいた 女が 私の 姿 を 見る と 罵る ように、 妾 は 日本が 

憎い、 妾の 恋しい 人 を 連れ出す の はこの イン ポスタ 

奴！ この ジャブです。 すると 若い 青年が 私 を なぐさ 

める ように、 女が 気 狂いで ある こと、 生れが 悪い ので 



自分の 部屋に かえると 隣の 寝台に 力— テン も 引かない 

で ペチ • コ— トの まま 仰向けに なった ァダ が、 夢う つ 

つに も 寝床で 寝る トァ ，ズン • ドルの 女 を 再び 見出し 

た。 

6 

午後に なって、 ォ リブ 色の 水 を 皮膚の 油で はじきな 

がら 私 は 浴槽に 浸って 額の ァダの 唇の 跡 をぬ ぐいと る 

のであった。 船 は バン マ ー ト 沖の 炎熱の 下 を 進行して 

いた。 部屋に かえると ァダは 体操 を 開始して ポスト 孔 



から 大洋に 向って 胸の 悪気 流 を 吐き出した。 起きて か 

ら 私が 一 言 も 口 をき かないので、 照れ かくしに 私の 胸 

に ボクシングで 穴 を あける 真似 をして 片足 を 私の 鼻に 

つきだして がらがら とした 声で おしやべ り を 始めよう 

とする ので、 私が 扇風機に 電流 を 通じる。 

—— Y、 貴方が そんなに お 嫌な のなら 妾 は アラビア 

海に 身投げして しまいます。 どうせ 妾 は マルセ ー ュぁ 

くちひげ 

たりの 口髭の はえた 女友達と つきあつ ていた 女です。 

妾が アン グロ • サ クソンの 諾威 人に よつ て 子宮 炎 を 

起し、 チュ トン 族の 独逸 人に よって 戦術 を 会得し、 ケ 

ント 族の フランス 人 か ら 無意味 で 得体 のしれ ぬ ラブ • 



レタと 嬉しがらせの 骨を覚え、 歓喜 の 最中 夢中 独 待 の 

オランダ 

下品な 言 葉 を もらす アングロサクソン 種の 和 蘭 人 、 

オット マン 帝国の 土 耳 古人から は 古代の システムの 锭 

を、 ァ イオニア 民族の 希臘 人から は 商売の 極意 を 教わ 

りました。 それが 貴方と ふとした ことから トァ • ズ 

わいしょう 

ン • ドルで 背中 合せに なつてから、 私 は 貴方が 矮小で 

こざかしい 日本人 である こと を 知りな が ら 貴方が 慕わ 

しくて ならない のです。 妾に とって Y、 貴方が エト ナ 

火山の 熱気よりも、 モンテ. クリスト 島の 神秘 さに も 

まして 深い 誘惑と なる のです。 妾の こと を メッシナ 海 

峡 などと 思わな いでく ださい。 



—— 私 はまた、 浮気な 貴女 を 愛する こと は 禁断 道路 

を 歩む よりも 一 層 困難に 思う のです。 

—— 妾が や 可なかった のです。 妾が 色気 狂いの よう 

な 真似さえ しな か つ たなら ば！ 

たやす 

—— ァダ、 私 は 貴女が 容易く 身を委 すたび に 飛行機 

の プロべ ラの こわれた ように 扁平な 地球から ころげ 墜 

ちる ような 大陸 的な 叫 声 を 出す の を 知つ ている のです _ 

その他、 私 は 貴女が 男装し て 男の 前で ズボン を 脱いで 

き ら 

みせる 芸当と、 フ オルべ ルゼ エルの 寄席の 衣裳の 綺羅 

を棄 てた 手 踊と。 つまり 私の ように 古くからの 恋愛に 

あまんじた 男 は 貴女の ように、 知り合う と 直に 知つ 



てし まう 恋の 形式 は、 それから どうして 恋愛 を 作り出 

すの かが 私に はわから ない のです。 

—— Y、 妾 を 伊達の 花嫁と 思って くれない？ 

—— ァダ、 貴女の 浮気の 虫 はいつ までた つても なお 

ら ない。 

—— 妾 は 貴方 を 愛する。 無我夢中で。 

と、 ァダが 云った。 

私 は 後尾 甲板の ソファに もたれて いる。 午後 三時、 

太陽が 黄色に 沈む。 アラビア海の 鱔の 大群が 白い 尾 を 

ひるがえ 

暮色に 飜 す。 旧教の 尼僧が 静粛に 聖書に 読み耽って 



いる。 ァダが マルセ ー ュ あたりの 歌劇 女の 着る 巴 里 風 

の 意気な 衣裳 をつ けて やってくる。 ボ— ィが 炭酸水と 

ウイ スキ ー を籐の 卓子に 置いて 去る と、 恋 は 異な もの 

ね、 と 云うよう な顔附 をして 炭酸水に ウイ スキ ー を 入 

れた コップ を 涼しげ にの むので あった。 それから 私達 

は 骨牌で 狐と 狸と いう 競技 をす るの だが、 狐に なった 

ずるい 彼女の ために 散々 狸の 私 は 打ち負かされて しま 

うのであった。 

—— ァダ、 貴女 はずる い！ いまにな つて 貴女の 深 

いたくら みが 私に は 分って きた。 

—— 妾 は 深いた くらみ を 持って いるので す。 Y、 貴 
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